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議案第１４号  

羽生市印鑑条例の一部を改正する条例  

羽生市印鑑条例（昭和５０年条例第３６号）の一部を次のように改

正する。  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１） 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するとき

は、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２） 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３） 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。  

改  正  後  改  正  前  

（登録資格）  （登録資格）  

第２条  （略）  第２条  （略）  

２  前項の規定にかかわらず、次に

掲 げる者 につい ては 、印鑑 の登録

を受けることができない。  

２  前項の規定にかかわらず、次に

掲 げる者 につい ては 、印鑑 の登録

を受けることができない。  

（１）  （略）  （１）  （略）  

（ ２ ）  意 思 能 力 を 有 し な い 者

（前号に掲げる者を除く。）  

（２）  成年被後見人  

（登録の申請）  （登録申請）  

第３条  （略）  第３条  （略）  

２  前 項 の 規 定 に よ る 申 請 に お い

て 、第７ 条の 印 鑑登 録証 の 交付を

受 けてい ると き は、 当該 印 鑑登録

証 を添え て申請 しな ければ ならな

い。  

２  前 項 の 規 定 に よ る 申 請 に お い

て 、第７ 条の 登 録証 の交付 を受け

て いると きは、 当該 登録証 を添え

て申請しなければならない。  

３  （略）  ３  （略）  

（登録印鑑の制限）  （登録印鑑の制限）  

第４条  市長は、登録を受けようと

す る印鑑 が次の 各号 のいず れかに

該 当する 場合に は、 当該印 鑑を登

録することができない。  

第４条  市長は、登録を受けようと

す る印鑑 が次の 各号 のいず れかに

該 当する 場合に は、 当該印 鑑を登

録することができない。  

（ １）  住 民 基 本台 帳に記 録され

て い る 氏 名 、 氏 、 名 、 旧 氏 （ 住

（ １）  住 民 基 本台 帳に記 録され

て い る 氏 名 、 氏 、 名 、 旧 氏 （ 住
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民 基 本 台 帳 法 施 行 令 （ 昭 和 ４ ２

年 政 令 第 ２ ９ ２ 号 。 以 下 「 令 」

と い う 。 ） 第 ３ ０ 条 の １ ３ に 規

定 す る 旧 氏 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） 若 し く は 通 称 （ 令 第 ３ ０

条 の １ ６ 第 １ 項 に 規 定 す る 通 称

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 氏

名 、 旧 氏 若 し く は 通 称 の 一 部 を

組 み 合 わ せ た も の で 表 し て い な

い も の 。 た だ し 、 外 国 人 住 民

（ 法 第 ３ ０ 条 の ４ ５ に 規 定 す る

外 国 人 住 民 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） の う ち 非 漢 字 圏 の 外 国 人

住 民 が 住 民 票 の 備 考 欄 に 記 載

（ 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り

磁 気 デ ィ ス ク （ こ れ に 準 ず る 方

法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記

録 し て お く こ と が で き る 物 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） を も っ て 調 製

す る 住 民 票 に あ っ て は 、 記 録 。

以 下 同 じ 。 ） が さ れ て い る 氏 名

の 片 仮 名 表 記 （ 以 下 「 氏 名 の 片

仮 名 表 記 」 と い う 。 ） 又 は そ の

一 部 を 組 み 合 わ せ た も の で 表 さ

れ て い る 印 鑑 の 登 録 を 受 け る 場

合を除く。  

民 基 本 台 帳 法 施 行 令 （ 昭 和 ４ ２

年 政 令 第 ２ ９ ２ 号 。 以 下 「 令 」

と い う 。 ） 第 ３ ０ 条 の １ ３ に 規

定 す る 旧 氏 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） 若 し く は 通 称 （ 令 第 ３ ０

条 の １ ６ 第 １ 項 に 規 定 す る 通 称

を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は 氏

名 、 旧 氏 若 し く は 通 称 の 一 部 を

組 み 合 わ せ た も の で 表 し て い な

い も の 。 た だ し 、 外 国 人 住 民

（ 法 第 ３ ０ 条 の ４ ５ に 規 定 す る

外 国 人 住 民 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） の う ち 非 漢 字 圏 の 外 国 人

住 民 が 住 民 票 の 備 考 欄 に 記 録 さ

れ て い る 氏 名 の 片 仮 名 表 記 （ 以

下 「 氏 名 の 片 仮 名 表 記 」 と い

う 。 ） 又 は そ の 一 部 を 組 み 合 わ

せ た も の で 表 さ れ て い る 印 鑑 の

登録を受ける場合を除く。  

（２）～（６）  （略）  （２）～（６）  （略）  

（登録原票）  （登録原票）  

第６条  市長は、印鑑登録原票を備

え 、前条 の規定 によ り登録 を受け

る べき者 につい て、 次に掲 げる事

項を登録するものとする。  

第６条  市長は、印鑑登録原票を備

え 、前条 の規定 によ り登録 を受け

る べき者 につい て、 次に掲 げる事

項を登録するものとする。  

（１）～（３）  （略）  （１）～（３）  （略）  

（ ４）  氏 名 （ 氏に 変更が あった

も の に 係 る 住 民 票 に 旧 氏 の 記 載

が さ れ て い る 場 合 に あ っ て は 氏

名 及 び 当 該 旧 氏 、 外 国 人 住 民 に

係 る 住 民 票 に 通 称 の 記 載 が さ れ

て い る 場 合 に あ っ て は 氏 名 及 び

当該通称）  

（ ４）  氏 名 （ 氏に 変更が あった

も の に 係 る 住 民 票 に 旧 氏 の 記 載

（ 法 第 ６ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り

磁 気 デ ィ ス ク （ こ れ に 準 ず る 方

法 に よ り 一 定 の 事 項 を 確 実 に 記

録 し て お く こ と が で き る 物 を 含

む 。 以 下 同 じ 。 ） を も っ て 調 製

す る 住 民 票 に あ っ て は 、 記 録 。

以 下 同 じ 。 ） が さ れ て い る 場 合
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に あ っ て は 氏 名 及 び 当 該 旧 氏 、

外 国 人 住 民 に 係 る 住 民 票 に 通 称

の 記 載 が さ れ て い る 場 合 に あ っ

ては、氏名及び当該通称）  

（５）～（７）  （略）  （５）～（７）  （略）  

（登録の抹消）  （登録の抹消）  

第１２条  市 長は、印鑑の登録を受

け ている 者につ いて 次の各 号のい

ず れかに 該当す る事 由が生 じたと

き は、職 権で当 該印 鑑登録 原票 を

抹 消し、 印鑑の 登録 を受け ている

者 にこの ことを 通知 するも のとす

る。  

第１２条  市 長は、印鑑の登録を受

け ている 者につ いて 、次の 各号の

い ずれか に該当 する 事由が 生じた

と きは、 職権で 当該 印鑑登 録原票

を 抹消し 印鑑の 登録 を受け ている

者 にこの ことを 通知 するも のとす

る。  

（１）～（６）  （略）  （１）～（６）  （略）  

 

附 則  

この条例は、公布の日から施行する。  

  令和２年２月２５日提出  

埼玉県羽生市長 河  田  晃  明    

 


